
単位：千円

１．令和４年度地方消費税交付金収入額 総額 一般財源分 社会保障財源分

7,914,973 3,993,353 3,921,620 ①

２．社会保障４経費その他社会保障施策に要した経費
（単位：千円）

一般財源

国・県支出金 その他
＜地方消費税（交付
金）引上げ分充当＞

社会福祉
7,118,136 6,582,423 23,396 512,317

障害者福祉
14,122,347 9,829,296 73,290 4,219,761

高齢者福祉
972,446 4,011 45,986 922,449

児童福祉
20,415,450 11,417,806 991,431 8,006,213

母子福祉
1,546,945 687,730 3 859,212

生活保護
12,305,743 8,804,864 143,593 3,357,286

小計
56,481,067 37,326,130 1,277,699 17,877,238

介護保険
4,868,169 344,329 0 4,523,840

国民健康保険
2,347,500 1,531,425 0 816,075

後期高齢者医療
5,096,093 720,255 2,364 4,373,474

小計
12,311,762 2,596,009 2,364 9,713,389

医療
670,290 65,343 322,070 282,877

病院
466,810 0 0 466,810

疾病予防対策
6,190,459 3,730,773 47,068 2,412,618

小計
7,327,559 3,796,116 369,138 3,162,305

76,120,388 43,718,255 1,649,201 30,752,932 ②

引上げ分の地方消費税交付金が充てられた社会保障４経費その他社会保障施策に要した経費

　消費税率の引上げは、今後も増加が見込まれる「社会保障４経費その他社会保障施策」の財源とする
ためのものです。地方消費税交付金のうち、消費税率の引上げに係る収入については、以下の経費に充
当しました。

事業名 経費

財源内訳

特定財源

　「社会保険」とは、「保険的方法によって社会保障を行う制度の総称」ですが、法令に基づき実施さ
れる「強制保険」的な制度を意味し、具体的には、国民健康保険・介護保険・年金などです。

　「保健衛生」とは、「国民の健康を保つための施策」を意味し、具体的には、医療に係る施策・感染
症その他の疾病の予防対策・健康増進対策などです。

社会
福祉

社会
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衛生
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(注)
　「社会福祉」とは、「生計の困難な者や心身に障害のある者に対して必要な援助を行う等国民の生存
権を確保することによって、国民生活の内容を豊かならしめること」を意味し、具体的には、生活保
護・児童福祉・母子福祉・高齢者福祉・障害者福祉（身体障害者福祉・知的障害者福祉・精神障害者福
祉）などです。

　対象経費の一般財源総額②30,752,932千円のうち、消費税率引上げ分①3,921,620千円を充当しま
した。（対象経費には、事務職員人件費等充てられない経費を除いています。）


